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吉田大沢における 6 合目と 9 合目の融雪時期は
約 2 カ月の違いがあることが示された。DOYは




展葉期間とした。DOYは 1 月 1 日からの経過日
数を示す。
図 2 　融雪時期の定量化
2017年 4 月から 7 月にかけて融雪していく状況
を捉えることができた。図中の数値は日付であ
り、 4 .28、 5 .20、 7 .16はそれぞれ 4 月28日、 5
月20日、 7 月16日を示す。





今年度の掘削調査はLoc. 4 で実施。Loc. 










Landsat 8  data produced by the U.S. Geological Survey
図 1 　富士山周辺域の衛星画像例
左：ランドサット 8 号、右：センチネル-2
Landsat image produced and distributed by AIST, 
Source of Landsat 8  data： U.S. Geological Survey. 
Sentinel- 2 A source data were downloaded from AIST’s 














図 2 　 河口湖の堆積物コアから得られた大室スコリ
アと天城カワゴ平テフラの年代分布（青帯は
既報、赤帯は本研究で推定された年代範囲）










緑線：古地磁気永年変化曲線（JRFM 2 K. 1 ）
※富士山山頂付近の緯度経度（138.73,35.36）で
補正









図 2 　 河口湖における過去100年間の湖底への芳香族
炭化水素（PAH）類フラックスの経年変化
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1 － 2 　機　能



































































































































2 － 1 － 1 　富士山研究































































2017年に年間約100シーン（ 1 シーン＝ 1 日）の撮影
を行った。 1 シーンあたり画像数は約100枚であり、計





























































果、 6 合目と 9 合目では約 2 カ月の違いがあり、高標高
図 2 　融雪時期の定量化
2017年 4 月から 7 月にかけて融雪していく状況
を捉えることができた。図中の数値は日付であ
り、4.28、5.20、7.16はそれぞれ 4 月28日、 5 月
20日、 7 月16日を示す。
図 3 　標高間での融雪時期の比較
吉田大沢における 6 合目と 9 合目の融雪時期は
約 2 カ月の違いがあることが示された。DOYは


















































































































に、訪問都市数（ 1 都市～ 5 都市）を被説明変数とする
順序ロジットモデルによる分析を行った。説明変数は旅
行日数（日帰りの場合は 1 であり、 2 日間の場合は 2 と
いうように旅行日数が数値となる）、子供の有無（子供
なしの場合は 0 、子供ありの場合は 1 ）、旅行目的（「富
士登山」「世界遺産」などの目的ごとに、該当しなけれ
ば 0 、該当すれば 1 となる：15変数）、自宅からの旅行
手段（「マイカー」「電車」などの手段ごとに、該当しな
ければ 0 、該当すれば 1 となる：10変数）、所得（200万













方法 場所 配布数 回収数 有効回答数
有効
回答率
現地 富士山五合目 133 128 80 63%
河口湖駅 192 192 127 66%
　 道の駅なるさわ 281 281 217 77%
　計 606 601 424 71%
郵送 富士山登山道 228 33 27 82%
富士山五合目 164 70 47 67%
河口湖駅 67 20 17 85%
　 道の駅なるさわ 264 90 74 82%
　計　 723 213 165 77%
Web 富士山五合目 189 35 32 91%
河口湖駅 159 20 16 80%
　 道の駅なるさわ 248 26 20 77%
　計　 596 81 68 84%




変数 係数 z値 95% 信頼区間
旅行日数 0.40 5.32 ** 0.25 0.54
目的_ご来光 －0.99 －3.69 ** －1.51 －0.46
目的_富士登山 －0.55 －2.49 * －0.98 －0.12
目的_世界遺産 0.77 2.70 * 0.21 1.34
目的_名所旧跡 0.97 2.11 * 0.07 1.86
目的_自然名所 0.60 3.25 ** 0.24 0.97
目的_グルメ 0.56 2.61 * 0.14 0.98
目的_家族親睦 0.80 4.26 ** 0.43 1.16
目的_特にない －3.44 －2.18 * －6.52 －0.35
移動_ツアーバス 0.81 3.23 ** 0.32 1.31
移動_マイカー 0.64 3.53 ** 0.29 1.00
LogLikelihood －774.63
PseudoR 2 0.10























図 1 　掘削調査の位置図。今年度の掘削調査はLoc. 4




Loc. 4） で は、 鷹 丸 尾 溶 岩 流（Sd-Tam； 高 田 ほ か，
2016）の下位に降下スコリア 2 層、火山岩の角礫からな
る砂礫層、および最下位に未区分の溶岩流 1 層を確認し














































































尾 1 溶 岩 流、Sc-Tak 2 ：滝 沢 2 溶 岩 流、Sd-


















































































































































































































































































































2 － 1 － 2 　基盤研究













































Landsat image produced and distributed by 
AIST, Source of Landsat 8  data: U.S. Geologi-
cal Survey. Sentinel- 2 A source data were 
downloaded from AIST’s LandBrowser　pro-
































Lab、HSVの計 4 つの色空間で比較を行った（図 2 ）。
最終的に、セグメントごとの色情報（ 3 バンド）、DHM
（群落の高さ、 1 バンド）、DHMより算出した開度（構
造を表す指標、2 バンド）の計 6 バンドの画像を作成し、
各バンドでセグメントごとに中央値、標準偏差、最大値、
最小値を求め、分類に使用した（ 6 バンド× 4 統計量＝
24次元）。


















































































































設定し（図 1 ）、2018年 5 月から2019年 1 月にかけて調
査地全域をくまなく踏査した。踏査中にカモシカを発見
した場合、個体の特徴、個体の発見位置、性別、齢クラ








9 月に成獣メス 1 頭を捕獲しており、2018年 8 月までの




富士・軽水・鳴沢林道において、 2 期合計 4 夜で合計
100頭（平均9.2頭/10㎞）のシカを目撃した。幼獣の目
撃比率は 2 期を通じて低く、平均5.0％だった。滝沢林




















































































































































は 6 月から 8 月に実施する予定であったが、北富士演習
場内で入山できる日が限られており、立ち入り可能な日
の天候が悪かったことなどから、 6 月上旬（ 4 ～ 8 日）
のみ調査を実施した。
6 ha以下の若い植林地サイトには200mのトランセク

























































般 化 加 法 混 合 モ デ ル（GeneralizedAdditiveMixed
Models:GAMMs）も同時に実施したが、この方法でも
































して機能する期間は、植林後 1 年から 6 ～ 7 年までのわ
ずか 6 年程度しかない。したがって、植林地景観の中で

















植林後 4 年でピークに達し、その後減少した（図 2 c）。
ギンボシヒョウモンの個体数も、GLMMで得られた曲
線を見る限りでは、チョウの個体数と同様に植林後 3 ～






林 1 ～ 2 年後に種数や個体数が急速に増加した（図
2 a,c,d,e）。GLMMsから得られた回帰曲線では、この点
を十分にとらえられていない。また、植林後 7 年までは
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座位前 座位後 座位前 座位後
緊張・不安 2.1±2.9 1.7±2.5 1.6±2.5 0.7±1.3*
抑うつ 0.8±1.2 0.4±0.8 0.8±1.5 0.4±0.7
怒り・敵意 0.7±1.6 0.2±0.5 0.2±0.5 0.2±0.5
活気 4.8±3.3 2.6±3.1 2.9±2.7* 2.5±3.5
疲労 1.1±1.7 2.7±3.2 0.9±2.0 1.7±1.9*























































































































































































































































8 月15日（水）、16日（木）の午前 8 時から正午までであっ
た（図 1 ）。



















































































「転倒した= 2 、転倒未遂= 1 、転倒せず転倒未遂もなかっ
た= 0 」の 3 つのランクに設定した。説明変数は、19項
目を設定した。カテゴリー変数には、性別（ 0：男性、1：
女性）、富士登山経験（ 0 ：なし、 1 ：あり）、登山経験
（ 0 ： 2 年未満、 1 ： 2 年以上）、宿泊の有無（ 0 ：なし、
1 ：あり）、ガイドの同行（ 0 ：なし、 1 ：あり）、山頂
への到達（ 0 ：否、 1 ：成）、急性高山病（ 0 ：未発症、






























急性高山病の診断には 1 ）頭痛、2 ）消化器症状、3 ）
倦怠感／脱力感、 5 ）めまい／ふらつきの 4 項目につい
て 0 ～ 3 点の 4 件法で回答を得た。高山病スコアが頭痛































3 ）Lew FL, Qu X. Effects of mental fatigue on


























































C57BL/ 6 Jマウスに体重 1 キログラムあたり0.04，0.4































































































































































間で最大81‰の違いがあり、表層（ 0 -10 cm）試料では、
C16脂肪酸が最も高い値（–123‰）を示しC24＞C26の順に
低下したのに対し、残りの 3 試料ではC24脂肪酸が最も































































































成果に加え、富士火山地質図第 2 版において過去 1 万年
間に噴火年代が既に推定されている火山噴出物の古地磁
気方位データを新たに収集し、琵琶湖の湖底堆積物から









































































































































































































































































































2 － 1 － 3 　特別研究





































よ り 大 き な 同 位 体 比 を 示 す 農 地（5.4 ‰； 中 村 ほ


























































湖盆に11定線（湖内に 7 定線、岸辺に 4 定線）、東部湖
盆に11定線（湖内に 5 定線、岸辺に 6 定線）、船津湖盆








遊植物 3 種、沈水植物 3 種、湿生植物21種）を確認する
ことができた。水草、車軸藻類、湿生植物はそれぞれ西




載種は水草 4 種（抽水植物 2 種、沈水植物 2 種）、車軸








種 の 数 とCR階 級 値（CC：80%、C：40%、R：12.5%、
RR：2.5%）の合計を求めた。その結果、沈水植物14種、
























比、強熱減量を測定した（採取日：2018年 8 月28日、 9
月 6 日、 9 月26日）。
分析の結果、主に湖の西半分と平野ワンドを中心に強




















るため、2018年 9 月27日に、事前に調査依頼のあった 5
地点を中心に、多目的水中探査システム（HDS-9Gen3,
HDI50/200kHz振動子，ロランス社）による湖底探査
を行った。その結果、湖南岸の水深約 5 ～ 8 mにかけて
やや粗い底質の分布が確認された一方、水深 8 m以深で
は泥質の底質となっていた。また、湖東端の平野ワンド

















































































　　　B-index=（ 2 B－R－G）/ 4 .
として算出した。ここでR、G、Bはデジタルカメラ
で撮影された赤、緑、青の各バンドを表し（RGBは最
大値65535で除算し、 0 から 1 の範囲に正規化）、L-in-
dexは明るさを、B-indexは相対的な青色の程度を示す。




































































































































に重ね合わせるスタッガード型の 2 種類とした（図 4 ）。
また、杉板の厚さは15mm、18mmの 2 種類を用意し、
計 6 種類の試験体を作成した。このとき、試験体は 1 層

















方向のため、衝突エネルギーが 1 層目の 2 枚と 2 層目の
1 枚にかかってしまうが、クロス構造では 2 層目の杉板






























































































































































































午後 1 時00分～午後 4 時00分
62
2 － 3 　セミナー


















































































































































2 － 4 　学会活動








































2 － 5 　外部研究者等受け入れ状況
［自然環境研究部］
〇高田 隼人


























































































































































































2 － 7 　研究成果発表

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 － 9 　出張講義等
［自然環境研究部］
〇杉田 幹夫











































































































































































































































































































































































高校 1 、 2 年生（山梨県立富士北稜高等学校）
〇本多 亮










2018年 6 月 4 日
「富士山における火山監視体制構築に向けて」
国内研究者（山梨県富士山科学研究所）







2018年 8 月 3 日
「東京大学地球物理学学生野外学習」
東京大学理学部学生及び理学系研究科学生（富士山）
2018年 8 月 4 日
「東京大学地球物理学学生野外学習」
東京大学理学部学生及び理学系研究科学生（富士山）
















































































2018年 8 月 3 日
「東京大学地球物理学学生野外学習」
東京大学理学部学生及び理学系研究科学生（富士山）















































































2018年 9 月 5 日
「東京大学理学部野外実習」









































2018年 9 月 6 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部学生（富士山周辺）
2018年 9 月 7 日
「東京大学理学部野外実習」
東京大学学部学生（富士山周辺）



















































一般　   9




























3 － 1 　環境教育・情報活動











4 月 647 （　　6）
5 月 1,278 （　 20）
6 月 1,062 （　 17）
7 月 869 （　 15）
8 月 457 （　 11）
9 月 1,605 （　 22）
10月 1,769 （　 26）
11月 153 （　　2）
12月 53 （　　2）
1 月 55 （　　2）
2 月 60 （　　2）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ビ デ オ 584点




























































3 － 2 　広報・交流活動

























































































18件、ラジオ他 1 件、その他 5 件）に対応した。また、
一般の方からの質問も含め、24件の富士山相談に対応し
た。
3 － 2 － 2 　交流事業
1 　出張講義事業
各種団体からの講師派遣依頼に対応した（出張講義リ
























































































































































































































































　　臨 時 職 員　　秋　山　日香里
　　臨 時 職 員　　堀　内　佑　紀（～10月）
　　臨 時 職 員　　藤　間　由　起（ 1 月～）













　　臨 時 職 員　　勝　俣　英　里






















































































平成 5 年 2 月　「環境科学研究所顧問」 9 名を委嘱
　　　　 3 月　「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7 年11月　起工式
平成 9 年 4 月 1 日　組織発足　30日　竣工式








　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子（～ 6 月）
　臨 時 職 員　　矢　野　安　曇（ 7 月～）
　臨 時 職 員　　瀧　口　千恵子（～ 9 月）








　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂
　臨 時 職 員　　野　澤　すみれ




































研究室を廃止し、1 課 4 部（環境教育・交流部、自然環
境研究部、環境共生研究部、火山防災研究部）に改組













4 － 6 　施設
敷地面積　30ha
施設名 構　　　造 延べ面積
本 　 　 館
鉄筋コンクリート造り
（一部鉄筋一部木造）
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